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六
十
三
巻
二
号

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

今
立
吐
酔
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
、
越
前
国
今
立
郡
松
成
村
満
願
寺
の

五
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
福
井
藩
の
明
新
館
で
、
Ｗ
・
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
に
学

び
、
そ
の
才
幹
を
愛
さ
れ
た
。
グ
リ
フ
ィ
ス
が
福
井
を
去
っ
た
翌
年
に
上
京
、

恩
師
が
教
鞭
を
執
る
開
成
学
校
へ
入
学
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
帰
国
に
同
行
し
て
渡

米
す
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
の『
皇
国
』執
筆
に
際
し
て
多
大
な
協
力
、貢
献
を
し
た
。

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
で
理
学
士
の
学
位
を
取
得
し
て
帰
国

）
（
（

。
二
七
歳
で
京
都

府
立
中
学
校
の
初
代
校
長
に
就
任
し
た
俊
傑
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
ル
コ
ッ
ト
の

『
仏
教
問
答
』
の
日
本
語
訳
や
、『
嘆
異
抄
』
の
英
訳
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

る

）
（
）（
（
（

。

　

今
回
、
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
利
用
し
、
今
立
吐
酔
に
関

す
る
同
時
代
公
文
書
を
数
件
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
公
文
書
を
元

に
、
今
立
吐
酔
の
履
歴
に
つ
い
て
整
理
・
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
若
干
の
考
察

を
加
え
た
。

　
　
　

一　

国
立
公
文
書
館
で
確
認
で
き
た

今
立
吐
酔
関
連
公
文
書
件
名
一
覧

　

今
回
、
国
立
公
文
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
確
認
で
き
た
今
立
吐
酔

関
係
の
七
件
の
公
文
書
件
名
を
示
す
。

（
一
）
京
都
府
尋
常
中
学
校
長
今
立
吐
酔
外
務
省
翻
訳
官
ニ
転
任
ノ
件 

　
　
　

明
治
二
十
年
六
月
二
十
一
日

　
　
　

『
官
吏
進
退
・
明
治
二
十
年
官
吏
進
退
二
・
外
務
省
』

（
二
）
翻
訳
官
今
立
吐
酔
公
使
館
書
記
官
ニ
転
任
ノ
件 

　
　
　

明
治
二
十
一
年
七
月
二
十
五
日

　
　
　

『
官
吏
進
退
・
明
治
二
十
一
年
官
吏
進
退
二
・
外
務
省
』

（
三
）
公
使
館
書
記
官
今
立
吐
酔
外
一
名
新
叙
ノ
件 

公
文
書
に
見
る
今
立
吐
酔
の
履
歴

青　

木　

孝　

文
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青
木　

公
文
書
に
見
る
今
立
吐
酔
の
履
歴

　
　
　

明
治
二
十
三
年
七
月
十
一
日

　
　
　

『
官
吏
進
退
・
明
治
二
十
三
年
官
吏
進
退
十
・
叙
位
一
』

（
四
） 
県
立
神
戸
商
業
学
校
長
今
立
吐
酔
外
二
名
奏
任
待
遇
ニ
進
メ
ラ
ル
ル
ノ

件

　
　
　

明
治
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日

　
　
　

『
任
免
裁
可
書
・
明
治
二
十
七
年
・
任
免
巻
二
十
』　

（
五
） 

正
七
位
今
立
吐
酔
占
領
地
総
督
部
民
政
部
事
務
官
高
等
官
六
等
ニ
任
叙

ノ
件

　
　
　

明
治
二
十
八
年
六
月
十
三
日

　
　
　

『
任
免
裁
可
書
・
明
治
二
十
八
年
・
任
免
巻
十
六
』

（
六
）
滋
賀
県
商
業
学
校
長
今
立
吐
醉
依
願
同
校
長
被
免
ノ
件

　
　
　

明
治
二
十
九
年
十
一
月
二
十
六
日

　
　
　

『
任
免
裁
可
書
・
明
治
二
十
九
年
・
任
免
巻
二
十
九
』

（
七
）
今
立
吐
酔
外
二
名
通
訳
掛
書
記
ニ
任
用
シ
制
限
外
月
俸
支
給
ス
ル
ノ
件 

　
　
　

大
正
八
年
十
二
月
五
日

　
　
　

『 

公
文
雑
纂
・
大
正
八
年
・
第
十
六
巻
・
初
任
判
任
官
俸
給
制
限
外
支

給
～
樺
太
庁
』

　
　
　
　

二　

今
回
確
認
で
き
た
今
立
吐
酔
に
関
す
る
七
件
の
公
文
書
の
内
容

（
一
）
京
都
府
尋
常
中
学
校
長
今
立
吐
酔
外
務
省
翻
訳
官
ニ
転
任
ノ
件　
　

 

明
治
二
十
年
六
月
二
十
一
日

　

京
都
府
尋
常
中
学
校
長
今
立
吐
酔
の
外
務
省
翻
訳
官
任
官
に
際
し
て
の
一
連

の
文
書
で
あ
る
。
原
文
を
以
下
に
転
記
す
る
。

（
Ａ
）

　

京
都
府
尋
常
中
学
校
長
今
立
吐
酔
本
省
翻
訳
官
ニ
任

　

セ
ラ
レ
度
儀
別
紙
之
通
致
上
奏
候
間
可
然
御
取
計
有
之
度
此
段
申
進
候
也

　
　

明
治
二
十
年
六
月
十
四
日　

　
　
　
　
　
　
　

外
務
大
臣
伯　

井
上　

馨
（
外
務
大
臣
之
印
）

　
　

内
閣
総
理
大
臣
伯　

伊
藤
博
文
殿　

（
Ｂ
）

内
閣　

外　

二
十
九
号　

六
月
廿
一
日
裁
可

　
　
　
　
　

（
付
箋　

反
訳
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
員
五
人 

二
等
一
人　

三
等
二
人　

四
等 

二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
員
一
人　

 　
　
　
　
　
　

一
人　
　
　
　
　
　

）

　
　
　
　
　
　

京
都
府
尋
常
中
学
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
立
吐
酔　
　

右
ハ
曩
ニ
米
利
堅
合
衆
国
ニ
留
学
シ
卒
業
ノ

上
バ
チ
ュ
ロ
ル 

オ
フ 

サ
イ
エ
ン
ス
之
学
位
ヲ
受
ケ
候
者
ニ

有
之
其
学
識
才
幹
等
翻
訳
官
ニ
採
用

適
当
ノ
人
物
ニ
候
間
外
務
省
翻
訳
官
ニ
任
セ
ラ
レ

奏
任
官
四
等
ニ
叙
セ
ラ
レ
度
本
人
ノ
履
歴
相
添

此
段
謹
テ
奏
薦
ス

　

明
治
廿
年
六
月
十
四
日　

外
務
大
臣
伯　

井
上　

馨
（
外
務
大
臣
之
印
）
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六
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号

（
Ｃ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
前
国
今
立
郡
松
成
村
ニ
於
テ
生
ル

京
都
府
平
民　

生
年
月
日　

安
政
二
年
乙
卯
正
月
廿
六
日

　
　
　
　
　
　

姓
名　

今イ
マ　

立ダ
テ　

吐ト　

酔ス
ヰ

旧
戸
籍　

越
前
国
今
立
郡
松
成
村　
　
　
　
　
　
　
　
　

父　

 

今　

立　

乗　

永　

亡

母　

 

西　

野　

リ　

ウ

明
治
十
二
年

　

六
月　

 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ペ
ン
シ
ル
ワ
ニ
ヤ
州
へ
ン
シ
ル
ワ
ニ
ヤ
大
学
ニ 

於
テ
バ
ッ
カ
ロ
ー
レ
ア
ム 
イ
ン 

シ
エ
ン
シ
ア
ノ　

学
位
ヲ
受
ク

十
月
十
四
日　

京
都
府
雇
申
付
候
事　

但
月
俸
定
額
ナ
シ　
　
　
　
　

京
都
府

同　

十
三
年

　
　

一
月　
　

分
家
ス

　
　

九
月　
　

京
都
府
上
京
区
第
十
七
組
元
頂
妙
寺
町
ヘ
転
籍
ス　

十
一
月
十
五
日 

雇
中
一
ヶ
月
金
百
円
差
遣
候
事

同　

十
四
年　
　

四
月　

五
日　

本
年
通
常
府
会
議
案
取
調
委
員
申
付
候
事 

同

七
月
十
六
日　

府
立
中
学
校
出
仕
申
付
候
事
但
教
授
専
務
月
俸
百
円
支
給　

同

十
月
十
二
日　

允
請
自
今
月
俸
金
八
拾
円
支
給
候
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

同　

十
五
年

一
月
十
八
日　

客
年
中
勉
励
候
ニ
付
月
給
四
分
ノ
一
賞
賜
候
事　
　
　
　
　

同

一
月
廿
七
日　

監
事
兼
務
申
付
候
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

五
月
廿
六
日　

京
都
府
中
学
校
長
兼
一
等
教
諭
申
付
候
事　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　

但
月
給
金
八
拾
円
支
給

九
月
廿
五
日　

任
京
都
府
中
学
校
長
兼
一
等
教
諭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　

但
准
八
等
官
月
報
八
拾
円
支
給

十
一
月
八
日　

御
用
有
之
上
東
京
申
付
候
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

同　

十
六
年　

一
月
十
六
日　

客
年
中
勉
励
候
ニ
付
月
俸
三
分
ノ
一
賞
典
候
事　
　
　
　
　

同

十
二
月
廿
八
日
事
務
勉
励
候
ニ
付
為
慰
労
月
俸
四
分
ノ
一
下
賜
候
事　
　
　

同

同　

十
七
年

五
月
十
二
日　

御
用
有
之
大
坂
府
及
兵
庫
県
ヘ
出
張
申
付
候
事　
　
　
　
　

同

六
月　

六
日　

御
用
有
之
岐
阜
愛
知
両
県
ヘ
出
張
申
付
候
事　
　
　
　
　
　

同

十
二
月
廿
七
日
事
務
勉
励
候
ニ
付
為
慰
労
月
俸
四
分
ノ
一
下
賜
候
事　
　
　

同

同　

十
八
年　

九
月
廿
一
日　

為
水
害
者
救
助
金
拾
円
五
拾
銭
差
出
候
段
奇

　
　
　
　
　
　

特
ニ
付
為
其
賞
木
盃
一
個
下
賜
候
事　

 

同

十
二
月
廿
一
日
品
行
学
力
検
定
ノ
上
中
学
校
師
範
学
校
ノ

　
　
　
　
　
　

教
員
タ
ル
ヲ
免
許
ス
ル
者
也　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
部
省

十
二
月
廿
八
日
事
務
勉
励
候
ニ
付
為
慰
労
月
俸
五
分
ノ
一
下
賜
候
事　

京
都
府

同　

十
九
年

五
月　

卅
日　

京
都
府
上
京
区
第
卅
一
組
下
丸
屋
町
廿
二
番
戸
ヘ
転
住

九
月
十
四
日　

御
用
有
之
上
東
京
ヲ
命
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

十
二
月
廿
八
日
事
務
勉
励
候
ニ
付
為
慰
労
月
俸
三
分
ノ
一
下
賜
候
事  

同

同　

二
十
年

一
月
十
九
日　

任
京
都
府
尋
常
中
学
校
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

同　
　
　

日　

月
俸
八
拾
円
ヲ
給
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

同
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青
木　

公
文
書
に
見
る
今
立
吐
酔
の
履
歴

　

（
Ａ
）
は
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
六
月
十
四
日
付
、
京
都
府
尋
常
中
学

校
長
今
立
吐
酔
の
翻
訳
官
任
官
に
際
し
て
の
外
務
大
臣
井
上
馨
か
ら
総
理
大
臣

伊
藤
博
文
へ
の
上
申
書
で
あ
る
（
外
務
省
罫
紙
使
用
）。
吐
酔
は
、
前
年
の
明

治
十
九
年
に
、
ヘ
ン
リ
ー
・
エ
ス
・
オ
ル
コ
ッ
ト
の
『
仏
教
問
答
』
を
翻
訳
し

て
い
る
。
そ
の
卓
越
し
た
語
学
力
を
評
価
さ
れ
て
の
処
遇
で
あ
ろ
う
。
文
部
省

か
ら
の
出
向
で
あ
っ
た
。

　

（
Ｂ
）
は
、
明
治
二
十
年
六
月
十
四
日
付
、
外
務
大
臣
井
上
馨
に
よ
る
今
立

吐
酔
の
奏
薦
書
で
あ
る
（
外
務
省
罫
紙
使
用
）。
罫
紙
欄
外
の
記
載
か
ら
六
月

二
十
一
日
に
裁
可
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
翻
訳
官
任
官
に
際
し
、
特
記
事
項

と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
「
バ
チ
ュ
ラ
ル　

オ
フ　

サ
イ
エ
ン
ス
」
学
位
を

取
得
し
た
こ
と
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

（
Ｃ
）
は
、
今
立
吐
酔
の
職
歴
を
中
心
と
し
た
履
歴
書
で
あ
る
。
か
な
り
詳

細
に
記
載
し
て
あ
る
。
こ
の
履
歴
書
上
の
記
載
に
つ
い
て
、
特
に
気
づ
い
た
事

項
に
つ
い
て
拾
い
上
げ
て
み
る
。

① 

安
政
二
年
乙
卯
一
月
二
十
六
日
生　

父
：
今
立
乗
永　

母
：
リ
ウ
（
西
野
氏
）。

吐
酔
の
母
の
名
前
が
、
リ
ウ
（
り
ゅ
う
）
で
、
西
野
家
か
ら
嫁
い
で
き
た
こ

と
が
わ
か
る
。

② 

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
六
月
に
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
を
卒
業
後
、
十

月
十
四
日
に
は
す
で
に
京
都
府
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
。
後
掲
の
「
文
書
（
七
）

履
歴
書
」
に
は
「
九
月
帰
朝
」
と
あ
る
。
帰
国
前
か
ら
京
都
府
雇
用
の
話
が

決
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
但
月
俸
定
額
ナ
シ
」
と
の
記
載
は
、

ま
だ
、
具
体
的
な
職
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
吐

酔
二
四
歳
で
あ
る
。

③ 

明
治
十
三
年
一
月
に
「
分
家
ス
」
と
あ
り
、
戸
籍
を
実
家
の
満
願
寺
今
立
家

か
ら
移
し
、
い
よ
い
よ
自
立
を
決
意
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。
同
年
九
月
の
住

所
は
京
都
府
上
京
区
第
十
七
組
元
頂
妙
寺
町
、
明
治
十
九
年
五
月
三
十
日
に

京
都
府
上
京
区
第
卅
一
組
下
丸
屋
町
廿
二
番
へ
転
住
し
た
。

④ 

明
治
十
四
年
四
月
に
「
通
常
（
京
都
）
府
会
議
案
取
調
委
員
」
と
い
う
職
を

申
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。

⑤ 

京
都
府
立
中
学
校
関
係
の
職
で
は
、
明
治
十
四
年
七
月
十
六
日
府
立
中
学
校

出
仕
、
十
五
年
一
月
二
十
七
日
に
監
事
兼
務
を
申
し
付
け
ら
れ
、
同
五
月

二
十
六
日
に
二
七
歳
で
京
都
府
中
学
校
長
兼
一
等
教
諭
を
申
し
付
け
ら
れ
て

い
る
。

⑥ 

明
治
十
八
年
九
月
に
水
害
者
救
助
金
十
円
余
を
寄
附
し
、
木
盃
を
下
賜
さ
れ

て
い
る
。
被
災
者
を
い
た
わ
る
吐
酔
の
慈
悲
深
い
心
の
一
面
を
見
る
。
ま
た
、

十
九
年
八
月
に
は
商
業
学
校
に
金
貳
円
を
寄
附
し
て
い
る
。

（
二
）
翻
訳
官
今
立
吐
酔
公
使
館
書
記
官
ニ
転
任
ノ
件

 

明
治
二
十
一
年
七
月
二
十
五
日

　

外
務
省
翻
訳
官
今
立
吐
酔
の
公
使
館
転
任
お
よ
び
奏
任
官
四
等
叙
任
に
際
し

て
の
一
連
の
文
書
で
あ
る
。
原
文
を
以
下
に
転
記
す
る
。

（
Ａ
）

外
務
省
翻
訳
官
今
立
吐
酔
公
使
館
書
記
官
ニ
任
セ

ラ
レ
奏
任
官
四
等
ニ
叙
セ
ラ
レ
度
儀
別
紙
之
通
致
上

奏
候
間
可
然
御
取
計
有
之
度
此
段
申
進
候
也

明
治
二
十
一
年
七
月
廿
一
日　
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六
十
三
巻
二
号

　
　
　
　
　
　

外
務
大
臣
伯　

大
隈
重
信
（
外
務
大
臣
之
印
）

　

内
閣
総
理
大
臣
伯　

黒
田
清
隆
殿　

（
Ｂ
）

内
閣　

外　

廿
三
号　

七
月
廿
五
日
裁
可

外
務
省
翻
訳
官
今
立
吐
酔
儀
公
使
館
書
記
官
ニ

任
セ
ラ
レ
奏
任
官
四
等
二
叙
セ
ラ
レ
候
様
仕
度
此
段

謹
テ
上
奏
ス　
　
　
　
　
　
　
　

（
付
箋　

奏
任
官
四
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

明
治
廿
一
年
七
月
廿
一
日　

外
務
大
臣
伯　

大
隈
重
信
（
外
務
大
臣
之
印
）

（
Ｃ
）

（
内
閣
印
）
（
天
皇
御
璽
）

　
　
　
　
　
　
　

外
務
省
翻
訳
官　

今
立
吐
酔

任
公
使
館
書
記
官

　
　
　
　
　
　
　

公
使
館
書
記
官　

今
立
吐
酔

　

叙
奏
任
官
四
等

右　

謹
テ
奏
ス

　
　

明
治
廿
一
年
七
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣
伯
爵　

黒
田
清
隆
（
花
押
）

　

（
Ａ
）
は
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
七
月
二
十
一
日
付
、
外
務
大
臣
大

隈
重
信
か
ら
総
理
大
臣
黒
田
清
隆
へ
の
上
申
書
で
あ
る
（
外
務
省
罫
紙
使
用
）。

　

（
Ｂ
）
は
、
明
治
二
十
一
年
七
月
二
十
一
日
付
、
外
務
大
臣
大
隈
重
信
の
こ

の
件
に
関
す
る
上
奏
書
で
あ
る
。
罫
紙
欄
外
の
記
載
か
ら
七
月
二
十
五
日
に
裁

可
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
外
務
省
罫
紙
使
用
）。

　

（
Ｃ
）
は
、
明
治
二
十
一
年
七
月
二
十
一
日
付
、
総
理
大
臣
黒
田
清
隆
の
こ

の
件
に
関
す
る
上
奏
書
で
あ
る
（
内
閣
罫
紙
使
用
）。
天
皇
御
璽
が
押
印
さ
れ

て
い
る
。

　

外
務
省
で
の
吐
酔
の
働
き
ぶ
り
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
翻
訳
官

就
任
か
ら
一
年
後
に
公
使
館
書
記
官
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。後
掲
の「
文
書（
五
）

履
歴
書
」
に
よ
れ
ば
、赴
任
地
は
清
国
北
京
で
あ
る
。
吐
酔
三
四
歳
。
そ
の
後
、

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
三
月
末
ま
で
、
四
年
近
く
北
京
公
使
館
で
勤
務

す
る
こ
と
と
な
る
。
二
十
二
年
五
月
、
臨
時
代
理
公
使
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
時
期
、
西
本
願
寺
系
の
『
婦
人
協
会
雑
誌
』、『
婦
人
雑
誌
』
な

る
雑
誌
に
「
欧
州
上
流
近
世
交
際
法
」
と
題
す
る
吐
酔
執
筆
の
記
事
が
連
載
さ

れ
て
い
る

）
（
）（
（
（

。
交
際
上
の
所
作
や
留
意
点
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
お
り
、
公
使
館
員

と
し
て
欧
米
列
強
の
外
交
官
達
と
も
交
流
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
吐
酔
の
細
や
か

な
気
配
り
の
一
面
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

（
三
）
公
使
館
書
記
官
今
立
吐
酔
外
一
名
新
叙
ノ
件　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

明
治
二
十
三
年
七
月
十
一
日

　

公
使
館
書
記
官
今
立
吐
酔
を
正
七
位
に
、
以
下
一
名
を
正
八
位
に
叙
す
る
こ

と
に
関
す
る
一
連
の
文
書
で
あ
る
。
原
文
を
以
下
に
転
記
す
る
。

（
Ａ
）

親
展
送
第
三
九
八
号

公
使
館
書
記
官
今
立
吐
酔
副
領
事
橋
口
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青
木　

公
文
書
に
見
る
今
立
吐
酔
の
履
歴

直
右
衛
門
叙
位
之
儀
別
紙
之
通
リ
及
上
奏
候
間

可
然
御
取
計
相
成
度
此
段
申
進
候
也

　

明
治
二
十
三
年
七
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　

外
務
大
臣
子　

青
木
周
蔵
（
外
務
大
臣
之
印
）

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣
伯　

山
縣
有
朋
殿

（
Ｂ
）

公
使
館
書
記
官
今
立
吐
酔
儀
ハ
去
ル
明
治
廿

年
六
月
廿
一
日
奏
任
官
四
等
ニ
叙
セ
ラ
レ
副
領

事
橋
口
直
右
衛
門
儀
ハ
去
ル
明
治
二
十
年
六

月
廿
八
日
奏
任
官
六
等
ニ
叙
セ
ラ
レ
孰
レ
モ
初
任

官
後
満
三
年
以
上
ニ
付
今
立
吐
酔
ヲ
正
七
位
ニ

橋
口
直
右
衛
門
ヲ
正
八
位
ニ
叙
セ
ラ
レ
候
様
仕
度
此

段
謹
テ
上
奏
ス

　

明
治
二
十
三
年
七
月
四
日　

外
務
大
臣
子　

青
木
周
蔵
（
外
務
大
臣
之
印
）

　

（
Ａ
）
は
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
七
月
四
日
付
、
外
務
大
臣
青
木
周

蔵
か
ら
総
理
大
臣
山
縣
有
朋
へ
の
上
申
書
で
あ
る
（
外
務
省
罫
紙
使
用
）。

　

（
Ｂ
）
は
、
明
治
二
十
三
年
七
月
四
日
付
、
外
務
大
臣
青
木
周
蔵
の
こ
の
件

に
関
す
る
上
奏
書
で
あ
る
（
外
務
省
罫
紙
使
用
）。
書
記
官
と
副
領
事
で
は
、

副
領
事
の
方
が
上
位
の
官
職
の
よ
う
に
思
う
が
、
書
記
官
で
あ
る
今
立
吐
酔
が

奏
任
官
四
等
で
正
七
位
に
叙
せ
ら
れ
、
副
領
事
橋
口
某
が
奏
任
官
六
等
で
正
八

位
に
叙
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
当
時
、
書
記
官
の
方
が
副
領
事
よ
り
も

上
位
の
官
職
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
吐
酔
は
三
五
歳
で
あ
る
。

　（
四
） 

県
立
神
戸
商
業
学
校
長
今
立
吐
酔
外
二
名
奏
任
待
遇
ニ
進
メ
ラ
ル
ル
ノ

件　
　

 

明
治
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日

　

県
立
神
戸
商
業
学
校
長
今
立
吐
酔
他
二
名
を
奏
任
文
官
同
一
の
待
遇
に
進
め

る
件
に
関
し
て
の
一
連
の
文
書
で
あ
る
。
原
文
を
以
下
に
転
記
す
る
。　

（
Ａ
）

内
閣
書
記
官
室　

文　

第　

二
二
〇　

号　
　
　

職
第
一
二
九
七
号

別
紙
今
立
吐
酔
外
二
名
奏
任
待
遇
上
奏
書
及
進
達
候
也

明
治
二
十
七
年
十
二
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　

文
部
大
臣
侯
爵　

西
園
寺
公
望
（
文
部
大
臣
之
印
）

　

内
閣
総
理
大
臣
伯
爵　

伊
藤
博
文
殿

（
Ｂ
）

　
　

県
立
神
戸
商
業
学
校
長　

正
七
位　

今
立　

吐
酔

　
　

兵
庫
県
尋
常
中
学
校
長　
　
　
　
　

小
森　

慶
助

　
　

奈
良
県
尋
常
中
学
校
長　
　
　
　
　

正
木　

直
彦

右
奏
任
文
官
同
一
ノ
待
遇
ニ
進
メ
ラ
レ
度

此
段
謹
テ
奏
ス

明
治
二
十
七
年
十
二
月
十
二
日

　
　
　
　
　

文
部
大
臣
侯
爵　

西
園
寺
公
望　

（
文
部
大
臣
之
印
）

（
Ｃ
）

内
閣
書
記
官
室　

文　

第　

二
二
〇
号　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
十
五
日
裁
可
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六
十
三
巻
二
号

明
治
廿
七
年
十
二
月
十
二
日　
　

 

（
内
閣
書
記
官　

花
押
）

（
内
閣
総
理
大
臣　

花
押
） 

（
内
閣
書
記
官
長　

花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
七
位　

今
立　

吐
酔

　
　

任
県
立
神
戸
商
業
学
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
森　

慶
助

　
　

任
兵
庫
県
尋
常
中
学
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
木　

直
彦

　
　

任
奈
良
県
尋
常
中
学
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
閣
印
）
（
天
皇
御
璽
）

　

県
立
神
戸
商
業
学
校
長
正
七
位
今
立
吐
酔

　

始
三
名
奏
任
文
官
同
一
ノ
待
遇
ニ
進
メ
ラ
ル
ル
ノ
件　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

右　

謹
テ
奏
ス

　

明
治
廿
七
年
十
二
月
十
五
日

　
　
　

内
閣
総
理
大
臣
伯
爵　

伊
藤
博
文
（
花
押
）

　

（
Ａ
）
は
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
十
二
月
十
二
日
付
、
文
部
大
臣
西
園

寺
公
望
か
ら
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
へ
の
上
申
書
で
あ
る
（
文
部
省
罫
紙
使
用
）。

　

（
Ｂ
）
は
、
明
治
二
十
七
年
十
二
月
十
二
日
付
、
文
部
大
臣
西
園
寺
公
望
の

上
奏
書
で
あ
る
（
文
部
省
罫
紙
使
用
）。

　

（
Ｃ
）
は
、
明
治
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日
付
、
総
理
大
臣
伊
藤
博
文
の
こ

の
件
に
関
す
る
上
奏
書
で
あ
る
（
内
閣
罫
紙
使
用
）。
罫
紙
欄
外
の
記
載
か
ら

同
十
五
日
に
裁
可
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
天
皇
御
璽
が
押
印
さ
れ
て
い
る
。

　

吐
酔
は
、
他
の
二
名
の
校
長
と
共
に
奏
任
文
官
同
一
の
待
遇
を
与
え
ら
れ
て

い
る
。
後
掲
の
「
文
書
（
五
）
履
歴
書
」「
文
書
（
七
）
履
歴
書
」
に
よ
れ
ば
、

明
治
二
十
五
年
三
月
末
に
清
国
在
勤
を
免
ぜ
ら
れ
て
帰
国
後
、
同
年
七
月
か
ら

翌
年
三
月
末
ま
で
福
岡
県
立
尋
常
中
学
校
修
猷
館
教
諭
嘱
託
校
長
事
務
代
理
を

務
め
た
。
こ
の
文
書
（
四
）
に
お
け
る
神
戸
商
業
学
校
校
長
の
着
任
は
、
修
猷

館
を
辞
任
し
た
約
五
ヶ
月
後
の
明
治
二
十
七
年
八
月
と
な
っ
て
い
る
。
吐
酔
、

三
九
歳
。

（
五
）
正
七
位
今
立
吐
酔
占
領
地
総
督
部
民
政
部
事
務
官
高
等
官
六
等
ニ

　
　

任
叙
ノ
件　
　
　
　
　
　

 

　

明
治
二
十
八
年
六
月
十
三
日

　

今
立
吐
酔
の
日
清
戦
争
占
領
地
総
督
部
民
政
部
事
務
官
高
等
官
六
等
任
叙
の

件
に
関
し
て
の
一
連
の
文
書
で
あ
る
。
原
文
を
以
下
に
転
記
す
る
。　

（
Ａ
）

　

陸　

二
一
七
号

今
立
吐
酔
任
官
ノ
件
別
紙
奏
薦
書

及
進
達
候
也

　

明
治
廿
八
年　

六
月

　
　
　

陸
軍
大
臣
伯
爵　

大
山　

巌
（
陸
軍
大
臣
之
印
）

内
閣
総
理
大
臣
伯
爵　

伊
藤
博
文
殿

　

追
テ
本
人
履
歴
書
写
相
添
候
也
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公
文
書
に
見
る
今
立
吐
酔
の
履
歴

（
Ｂ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
七
位　

今 

立 

吐 

酔

任
占
領
地
総
督
部
民
政
部
事
務
官

　

占
領
地
総
督
部
民
政
部
事
務
官
正
七
位
今
立
吐
酔

叙
高
等
官
六
等

右
謹
テ
奏
ス

　

明
治
廿
八
年
六
月

　
　
　
　
　

陸
軍
大
臣
伯
爵　

大
山　

巌
（
花
押
）

（
Ｃ
）

　
　
　
　
　

奉
職
履
歴

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
府
平
民
旧
福
井
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今 　

立　

 

吐　

 
酔　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
政
二
年
正
月
廿
六
日　

明
治
十
二
年　

十
月
十
二
日　

京
都
府
雇
（
京
都
府
）

同　

十
三
年
十
一
月
十
五
日　

雇
中
一
ヶ
月
金
百
円
差
遣
候
事
（
京
都
府
）

同　

十
四
年　
　

四
月
五
日　

本
年
通
常
府
会
議
案
取
調
委
員
○

　
　
　
　
　
　

七
月
十
六
日　

府
立
中
学
校
出
仕

　
　
　
　
　
　
　

十
月
八
日　

允
請
自
今
月
俸
八
拾
円
支
給
（
京
都
府
）

同　

十
五
年　

一
月
十
八
日　

客
年
中
勉
励
候
ニ
付
月
給
四
分
ノ
一
賞
賜
○

　
　
　
　
　
　

一
月
廿
七
日　

監
事
兼
務

　
　
　
　
　
　

五
月
廿
六
日　

京
都
府
中
学
校
長
兼
一
等
教
諭
○

　
　
　
　
　
　

九
月
廿
五
日　

 

任
京
都
府
中
学
校
長
兼
一
等
教
諭　

但
准
八
等

官
月
俸
八
拾
円
支
給
○         

　
　
　
　
　
　

十
一
月
八
日　

御
用
有
之
上
東
京
（
京
都
府
）

同　

十
六
年　

一
月
十
六
日　

客
年
中
格
別
勉
励
候
ニ
付
月
俸
三
分
ノ
一
賞
典
・

　
　
　
　

十
二
月
二
十
八
日　

事
務
勉
励
候
ニ
付
為
慰
労
月
俸
四
分
ノ
一
下
賜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
京
都
府
）

同　

十
七
年　

五
月
十
二
日　

御
用
有
之
大
坂
府
及
兵
庫
県
ヘ
出
張
○

　
　
　
　
　
　
　

六
月
六
日　

御
用
有
之
岐
阜
愛
知
両
県
ヘ
出
張
○

　
　
　
　
　

十
二
月
廿
七
日　

 

事
務
勉
励
ニ
候
ニ
付
為
慰
労
月
俸
四
分
ノ
一
下

賜
（
京
都
府
）

同　

十
八
年　

九
月
廿
一
日　

 

為
水
害
者
救
助
金
拾
円
五
拾
銭
差
出
候
段
奇
特

ニ
付
為
其
賞
木
盃
一
個
下
賜
○

　
　
　
　

十
二
月
二
十
一
日　

 

品
行
学
力
等
検
定
ノ
上
中
学
校
師
範
学
校
ノ
教

員
タ
ル
事
ヲ
免
許
ス
ル
者
也
（
文
部
省
）

　
　
　
　

十
二
月
二
十
八
日　

事
務
勉
励
候
ニ
付
為
慰
労
月
俸
五
分
ノ
一
下
賜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
京
都
府
）　

同　

十
九
年　
　

八
月
一
日　

 

為
学
資
商
業
学
校
へ
金
貳
円
差
出
候
段
奇
特
ニ

候
事
○

　
　
　
　
　
　

九
月
十
四
日　

御
用
有
之
上
東
京
ヲ
命
ス
○

　
　
　
　

十
二
月
二
十
八
日　

事
務
勉
励
候
ニ
付
為
慰
労
月
俸
三
分
ノ
一
下
賜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
京
都
府
）

同　

二
十
年　

一
月
十
九
日　

 

任
京
都
府
尋
常
中
学
校
長
同
日
月
俸
八
拾
円
ヲ

給
ス
○

　
　
　
　
　

六
月　

十
三
日　

自
今
月
俸
百
円
ヲ
給
ス
○

　
　
　
　
　

六
月
二
十
四
日　

外
務
省
ヘ
出
向
ヲ
命
ス
同
日
京
都
府
尋
常
中
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六
十
三
巻
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
長
在
職
中
財
務
勉
励
ニ
付
為
慰
労
金
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
円
給
典
ス
（
京
都
府
）

　
　
　
　
　

六
月
二
十
一
日　

任
外
務
省
翻
訳
官
同
日
叙
奏
任
官
四
等（
内
閣
）

　
　
　
　

○
六
月　

廿
一
日　

上
給
俸
下
賜
（
外
務
省
）
○

　
　
　
　
　

七
月
二
十
二
日　

 

京
都
府
勤
務
中
ノ
事
務
引
継
ト
シ
テ
同
府
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
張
ヲ
命
ス
（
外
務
省
）

同　

廿
一
年　

七
月
廿
五
日　

任
公
使
館
書
記
官
同
日
叙
奏
任
官
四
等（
内
閣
）

　
　
　
　
　
　
　
　

○
同
日　

清
国
北
京
在
勤
ヲ
命
ス
同
日
中
級
年
俸
下
賜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
外
務
省
）

同　

廿
二
年　

五
月
十
二
日　

 

臨
時
代
理
公
使
ニ
任
ス
同
日
下
級
代
理
年
俸
下

賜
（
外
務
省
）

同　

廿
三
年　

一
月
十
六
日　

在
北
京
公
使
館
出
納
官
吏
ヲ
命
ス
○

　
　
　
　
　
　

七
月
十
一
日　

叙
正
七
位
（
宮
内
省
）

　
　
　
　
　
　
　

十
月
四
日　

 

明
治
廿
二
年
八
月
大
和
国
吉
野
郡
水
害
ノ
節
罹

災
者
救
助
ト
シ
テ
金
壱
円
六
十
銭
余
寄
附
候
段

奇
特
ニ
候
事
（
賞
勲
局
）

同　

廿
四
年　
　

四
月
一
日　

下
級
俸
下
賜
（
外
務
省
）
○

　
　
　
　
　
　

十
月
廿
七
日　

 

明
治
廿
二
年
八
月
及
九
月
和
歌
山
県
下
洪
水
ノ

節
罹
災
者
救
助
ト
シ
テ
金
壱
円
余
寄
附
候
段
奇

特
ニ
候
事
（
賞
勲
局
）

同　

廿
五
年　

三
月
廿
九
日　

 

清
国
在
勤
ヲ
免
ス
○
同
日
在
清
国
公
使
出
納
官

吏
ヲ
免
ス
（
外
務
省
）

　
　
　
　
　
　
　

四
月
四
日　

 

明
治
廿
二
年
中
福
岡
県
各
郡
洪
水
ノ
節
罹
災
者

救
助
費
ト
シ
テ
金
壱
円
余
寄
附
候
段
奇
特
ニ
候

事
（
賞
勲
局
）
○

　
　
　
　
　
　

七
月
十
五
日　

 

県
立
尋
常
中
学
修
猷
館
教
諭
ヲ
職
託
ス
但
月
手

当
金
百
円
給
典
ス
○

　
　
　
　
　
　

十
月
十
八
日　

 

第
五
高
等
中
学
校
設
置
区
域
内
各
県
□
儀
会
ニ

付
熊
本
県
ヘ
出
張
ヲ
命
ス
（
福
岡
県
）

同　

廿
六
年
三
月
二
十
八
日　

依
願
免
本
官

同　

廿
七
年　
　

八
月
八
日　

 

任
県
立
神
戸
商
業
学
校
長
但
月
俸
金
八
拾
円
給

典
）
（
兵
庫
県
）

　
　
　
　

十
二
月
十
五
日　

 

任
県
立
神
戸
商
業
校
長
（
内
閣
）
○
同
日
年
俸

九
百
六
拾
円
下
賜
（
兵
庫
県
）

（
Ｄ
）

（
内
閣
印
）
（
天
皇
御
璽
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
七
位　

今
立
吐
酔

　

任
占
領
地
総
督
部
民
政
部
事
務
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

占
領
地
総
督
部
民
政
部
事
務
官
正
七
位
今
立
吐
酔

　

叙
高
等
官
六
等

右　

謹
テ
奏
ス

　

明
治
廿
八
年
六
月
十
三
日

　
　
　

内
閣
総
理
大
臣
伯
爵　

伊
藤
博
文
（
花
押
）

（
Ｅ
）

陸
二
一
七　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
十
三
日
裁
可
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木　

公
文
書
に
見
る
今
立
吐
酔
の
履
歴

明
治
廿
八
年
六
月
十
二
日　
　
　

内
閣
書
記
官
（
印　

印　

印
）

　

内
閣
総
理
大
臣
（
花
押
）　
　
　
　

内
閣
書
記
官
長
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
七
位　

今
立
吐
酔

任
占
領
地
総
督
部
民
政
部
事
務
官

叙
高
等
官
六
等

　

（
Ａ
）
は
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
六
月
付
、
陸
軍
大
臣
大
山
巌
に
よ

る
今
立
吐
酔
の
占
領
地
総
督
部
民
政
部
事
務
官
高
等
官
六
等
任
官
に
関
す
る
上

申
書
で
あ
る
（
陸
軍
省
罫
紙
使
用
）。

　

（
Ｂ
）
は
、
明
治
二
十
八
年
六
月
付
、
陸
軍
大
臣
大
山
巌
に
よ
る
今
立
吐
酔

の
占
領
地
総
督
部
民
政
部
事
務
官
高
等
官
六
等
任
官
に
関
す
る
奏
薦
書
で
あ
る

（
陸
軍
省
罫
紙
使
用
）。

　

（
Ｃ
）
は
、（
Ｂ
）
の
奏
薦
書
に
添
付
さ
れ
た
今
立
吐
酔
の
履
歴
書
の
写
で
あ

る
。「
奉
職
履
歴
」
と
あ
る
通
り
、
公
務
に
関
す
る
詳
細
な
履
歴
で
あ
る
。
先

に
示
し
た
事
項
と
重
複
し
な
い
も
の
で
、
特
に
気
づ
い
た
事
項
に
つ
い
て
拾
い

上
げ
て
み
る
。

① 

冒
頭
に
「
東
京
府
平
民
」
と
あ
り
、
此
の
時
点
（
明
治
二
十
八
年
六
月
）
で

の
吐
酔
の
本
籍
が
東
京
府
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

② 

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
五
月
十
二
日
付
で
臨
時
代
理
公
使
に
任
ぜ
ら

れ
て
い
る
。

③
明
治
二
十
三
年
一
月
十
六
日
に
北
京
公
使
館
出
納
官
吏
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

④ 

明
治
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日
付
で
、
清
国
在
勤
お
よ
び
在
清
国
公
使
館
出

納
官
吏
を
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
北
京
公
使
館
で
の
勤
務
は
約
四
年
間
で
あ
っ

た
。

⑤ 

北
京
在
住
の
明
治
二
十
二
年
、八
月
の
大
和
国
（
奈
良
県
）
吉
野
郡
の
水
害
、

八
月
お
よ
び
九
月
の
和
歌
山
県
の
洪
水
、
福
岡
県
各
郡
洪
水
に
際
し
て
、
罹

災
者
救
助
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
壱
円
余
の
寄
附
を
し
て
い
る
。
外
地
に
い
な

が
ら
も
内
地
の
災
害
に
義
援
金
を
寄
附
す
る
他
者
へ
の
優
し
さ
、
心
配
り
に

は
感
じ
る
も
の
が
あ
る
。　

　

（
Ｄ
）
は
、
明
治
二
十
八
年
六
月
十
三
日
付
文
書
で
、
総
理
大
臣
伊
藤
博
文

の
こ
の
件
に
関
す
る
上
奏
書
で
あ
る
（
内
閣
罫
紙
使
用
）。
天
皇
御
璽
が
押
印

さ
れ
て
い
る
。

（
六
）
滋
賀
県
商
業
学
校
長
今
立
吐
醉
依
願
同
校
長
被
免
ノ
件

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
二
十
九
年
十
一
月
二
十
六
日

　

滋
賀
県
立
商
業
学
校
長
今
立
吐
酔
が
病
気
を
理
由
に
依
願
退
職
す
る
件
に
つ

い
て
の
一
連
の
文
書
で
あ
る
。
原
文
を
以
下
に
転
記
す
る
。

（
Ａ
）

　
　
　
　
　
　
　

辞　

職　

願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吐　

酔　

儀

　

先
般
滋
賀
県
々
立
商
業
学
校
長
ニ
任
セ
ラ
レ
候

　

処
久
敷
病
気
ニ
相
悩
ミ
近
来
ニ
至
リ
脳
病
相

　

発
シ
迚
モ
劇
務
ニ
難
堪
候
間
辞
職
仕
度
右

　

御
聴
許
願
上
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滋
賀
県
々
立
商
業
学
校
長
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六
十
三
巻
二
号

　
　

明
治
廿
九
年
十
一
月
九
日　
　

正
七
位
勳
六
等　

今　

立　

吐　

酔

　
　
　

文
部
大
臣
侯
爵　

蜂
須
賀
茂
韶
殿

（
Ｂ
）

　
　
　
　
　
　
　
　

診　

断　

書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今　

立　

吐　

酔

右
ハ
脳
充
血
症
ニ
テ
向
フ
二
ヶ
月
間
安
静

養
療
可
然
及
診
断
候
也

　
　
　

明
治
廿
九
年
十
一
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
橋
区
日
本
橋
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　

医
員　
　

安　

部　

梧　

樓
（
印
）

（
Ｃ
）

　
　
　

文　

二
四
四
号

　
　

第
一
四
七
三
号

別
紙
今
立
吐
酔
免
官
上
奏
書
及
進

達
候
也

　

明
治
廿
九
年
十
一
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　

文
部
大
臣
侯
爵　

蜂
須
賀
茂
韶
（
文
部
大
臣
之
印
）　

　
　

内
閣
総
理
大
臣
伯
爵　

松
方
正
義
殿

（
Ｄ
）

　
　
　
　
　
　
　

滋
賀
県
商
業
学
校
長
今
立
吐
酔

　

依
願
免
本
官

　

右
謹
テ
奏
ス

　

明
治
廿
九
年
十
一
月
廿
一
日

　
　
　
　

文
部
大
臣
侯
爵　

蜂
須
賀
茂
韶
（
文
部
大
臣
之
印
）

（
Ｅ
）

　
　

（
内
閣
印
）

　

滋
賀
県
商
業
学
校
長
今
立
吐
酔
依
願
滋
賀
県
商
業

　

学
校
長
ヲ
免
ス
ル
ノ
件

右
謹
テ
奏
ス

　

明
治
廿
九
年
十
一
月
二
十
六
日

　
　
　

内
閣
総
理
大
臣
伯
爵　

松
方
正
義
（
花
押
）

（
Ｆ
）

内
閣
書
記
官
室　

文　

二
四
四
号　

十
一
月
廿
六
日
裁
可
同
廿
七
日
付
決

　
　

明
治
廿
九
年
十
一
月
廿
四
日　
　

内
閣
書
記
官　
　
　

（
印
）

　
　

内
閣
総
理
大
臣　
　
　
　
　

内
閣
書
記
官
長
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

滋
賀
県
商
業
学
校
長
今
立
吐
酔

　

依
願
滋
賀
県
商
業
学
校
長
ヲ
免
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（
Ａ
）
は
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
十
一
月
九
日
付
、
今
立
吐
酔
自
筆

の
滋
賀
県
県
立
商
業
学
校
長
の
辞
職
願
で
あ
る
（
文
部
省
罫
紙
使
用
）。
久
し

く
持
病
が
あ
り
、
近
頃
に
な
っ
て
脳
病
も
発
症
し
た
め
に
、
職
務
を
全
う
で
き

る
健
康
状
態
で
は
な
い
と
い
う
の
が
辞
職
理
由
で
あ
る
。
吐
酔
四
一
歳
。

　

滋
賀
県
県
立
商
業
学
校
長
へ
の
着
任
は
、二
十
九
年
六
月
以
降
で
あ
ろ
う
が
、

着
任
月
日
は
不
明
で
あ
る
。
辞
職
願
の
文
面
に
「
先
般
滋
賀
県
々
立
商
業
学
校
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公
文
書
に
見
る
今
立
吐
酔
の
履
歴

長
ニ
任
セ
ラ
レ
候
処
」
と
あ
る
の
を
み
れ
ば
、
実
質
的
な
勤
務
は
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
後
掲
の
「
文
書
（
七
）
履
歴
書｣

に
は
、
滋
賀
県
立
商
業
学

校
長
へ
の
着
任
事
項
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

（
Ｂ
）
は
、
明
治
二
十
九
年
十
一
月
十
六
日
付
、
日
本
橋
区
日
本
橋
病
院
の

医
師
、
安
部
梧
樓
に
よ
る
今
立
吐
酔
の
診
断
書
で
あ
る
（
文
部
省
罫
紙
使
用
）。

　

病
名
は
「
脳
充
血
症
」
と
な
っ
て
い
る
。「
脳
充
血
症
」
と
は
、「
脳
疾
患
や

著
し
い
高
血
圧
な
ど
が
原
因
で
頭
痛
、
嘔
吐
、
痙
攣
、
意
識
障
害
な
ど
を
き
た

す
病
気
」
と
あ
る

）
（
（

。
二
度
に
わ
た
る
外
地
で
の
生
活
、
半
年
に
お
よ
ぶ
占
領
地

で
の
神
経
を
す
り
減
ら
す
激
務
に
、
吐
酔
は
、
健
康
を
害
し
て
し
ま
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

　

（
Ｃ
）
は
、
こ
の
件
に
関
す
る
明
治
二
十
九
年
十
一
月
二
十
一
日
付
、
文
部

大
臣
侯
爵
蜂
須
賀
茂
韶
の
内
閣
総
理
大
臣
伯
爵
松
方
正
義
へ
の
上
申
書
で
あ
る

（
文
部
省
罫
紙
使
用
）。

　

（
Ｄ
）
は
、
こ
の
件
に
関
す
る
明
治
二
十
九
年
十
一
月
二
十
一
日
付
、
文
部

大
臣
侯
爵
蜂
須
賀
茂
韶
の
上
奏
書
で
あ
る
（
文
部
省
罫
紙
使
用
）。

　

（
Ｅ
）
は
、
こ
の
件
に
関
す
る
明
治
二
十
九
年
十
一
月
二
十
六
日
付
、
内
閣

総
理
大
臣
伯
爵
松
方
正
義
の
上
奏
書
で
あ
る
（
内
閣
罫
紙
使
用
）。

　

（
Ｆ
）
は
、
明
治
二
十
九
年
十
一
月
二
十
四
日
付
二
十
六
日
裁
可
二
十
七
日
決
、

滋
賀
県
商
業
学
校
長
今
立
吐
酔
の
辞
任
承
認
の
文
書
で
あ
る
（
内
閣
罫
紙
使
用
）。

（
七
）
今
立
吐
酔
外
二
名
通
訳
掛
書
記
ニ
任
用
シ
制
限
外
月
俸
支
給
ス
ル
ノ
件

 

　
　

大
正
八
年
十
二
月
五
日

　

今
立
吐
酔
他
二
名
の
通
訳
掛
書
記
任
用
に
際
し
て
の
月
俸
支
給
に
関
す
る
一

連
の
文
書
で
あ
る
。
原
文
を
以
下
に
転
記
す
る
。

（
Ａ
）

　
　

司
一
〇
七　

　

司
法
省
職
務
第
一
七
九
〇
号

　
　

初
叙
判
任
官
制
限
外
任
用
之
儀
ニ
付
禀
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今　

立　

吐　

酔

　
　
　
　
　
　
　

（
六
月
六
日　

決
裁
）　

鈴　

木　

虎
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤　

城　

良　

盛

右
者
今
般
通
訳
掛
書
記
ニ
任
用
致
度
候
処
何
レ
モ
現
ニ
裁
判
所
通
訳
事
務
ヲ
嘱

託
セ
ラ
レ
今
立
吐
酔
ハ
月
手
当
ト
シ
テ
金
百
拾
五
円
ヲ
鈴
木
虎
之
助
ハ
金
百
拾

円
ヲ
赤
城
良
盛
ハ
金
百
五
円
ヲ
支
給
相
成
居
候
者
ニ
付
一
般
初
任
者
ト
同
一
ノ

待
遇
ヲ
以
テ
任
用
致
シ
難
ク
且
相
当
ノ
学
識
経
験
ヲ
有
シ
殊
ニ
英
語
若
ク
ハ
独

逸
語
ノ
通
訳
堪
能
ニ
シ
テ
通
訳
掛
書
記
適
任
ノ
者
ニ
候
間
此
際
今
立
吐
酔
、
鈴

木
虎
之
助
ハ
各
月
俸
百
貳
拾
円
ヲ
赤
城
良
盛
ハ
月
俸
百
拾
円
ヲ
給
シ
任
用
致
度

別
紙
履
歴
書
相
添
此
段
請
認
可
候
也

　
　
　

大
正
八
年
十
二
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　

司
法
大
臣　

原　

敬
（
司
法
大
臣
之
印
）

　
　

内
閣
総
理
大
臣　

原　

敬　

殿

（
Ｂ
）

　
　
　
　
　
　

東
京
市
日
本
橋
区
青
物
町
二
十
五
番
地　

平
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今　

立　

吐　

酔

 

安
政
二
年
一
月
廿
六
日
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明
治
七　

七　

東
京
開
成
学
校
大
学
予
科
卒
業

　
　
　
　
　

八　

米
国
へ
渡
航

　
　
　

九　

七　

米
国
費
府
片
西
兒
瓦
尼
亜
大
学
ヘ
入
学

　
　
　
　
　
　
　

工
学
科
修
業

　
　

一
二　

七　

同
大
学
工
科
卒
業
理
学
士
ノ
学
位
ヲ
受
ク

　
　
　
　
　

九　

帰
朝

　
　
　
　

一
一　

京
都
府
中
学
校
教
授
担
当

　
　

十
五　

五　

京
都
府
中
学
校
長
兼
一
等
教
諭

　
　
　
　
　
　
　

月
俸
金
八
拾
円
支
給

　
　

二
〇　

一　

京
都
府
尋
常
中
学
校
長
月
俸
金

　
　
　
　
　
　
　

八
拾
円
支
給

　
　
　
　

六　
　

外
務
省
ヘ
出
向
ヲ
命
セ
ラ
ル

　
　
　
　
　
　
　

任
外
務
省
翻
訳
官

　
　
　
　
　
　
　

叙
奏
任
官
四
等

　
　
　
　
　
　
　

上
級
俸
下
賜

　

二
一　

七　
　

任
公
使
館
書
記
官

　
　
　
　
　
　
　

叙
奏
任
官
四
等

　
　
　
　
　
　
　

中
級
年
俸
下
賜

　
　
　
　
　
　
　

清
国
北
京
在
勤
ヲ
命
セ
ラ
ル

　

二
二　

五　
　

臨
時
代
理
公
使
ヲ
命
ス

　
　
　
　
　
　
　

下
級
代
理
年
俸
下
賜

　

二
三　

七　
　

叙
正
七
位

　

二
五　

三　
　

清
国
在
勤
ヲ
免
ス

　
　
　
　

七　
　

福
岡
県
立
尋
常
中
学
校
修
猷
館
教

　
　
　
　
　
　
　

諭
嘱
託
校
長
事
務
代
理

　

二
七　

八　
　

任
兵
庫
県
神
戸
商
業
学
校
長
月　
　

　
　
　
　
　
　
　

俸
金
八
拾
円
支
給

　

二
八　

五　
　

任
占
領
地
総
督
部
民
政
部
事
務
官

　
　
　
　
　
　
　

叙
高
等
官
六
等

　
　
　
　
　
　
　

六
級
俸
下
賜

　
　
　

一
二　
　

占
領
地
還
附
ニ
付
帰
朝

　

二
九　

二　
　

明
治
廿
七
八
年
戦
役
ノ
功
ニ
依
リ
勲
六

　
　
　
　
　
　
　

等
瑞
宝
章
及
金
百
円
ヲ
授
ケ

　
　
　
　
　
　
　

賜
ハ
ル

　

二
九　

六　
　

占
領
地
総
督
府
廃
庁
ニ
付
其
儘

　
　
　
　
　
　
　

廃
官

　

四
二　

七 

五 

裁
判
所
通
訳
ヲ
嘱
託
シ
手
当
ト
シ
テ

　
　
　
　
　
　

 

一
ヶ
月
金
百
円
ヲ
給
典
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

但
横
浜
地
方
裁
判
所
並
同
検
事

　
　
　
　
　
　
　
　

局
ヘ
出
仕
ス
ヘ
シ

　

四
三
三
三
一　

自
今
手
当
ト
シ
テ
一
ヶ
月
金
百
拾
五
円
給　
　

　
　
　
　
　
　
　

与
ス

大
正
四
一
一
一
〇
大
礼
記
念
章
授
典

　

（
Ａ
）
は
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
十
二
月
五
日
付
、
司
法
大
臣
原
敬
か
ら

総
理
大
臣
原
敬
（
兼
任
）
へ
の
文
書
で
あ
る
（
司
法
省
罫
紙
）。
今
立
吐
酔
他
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青
木　

公
文
書
に
見
る
今
立
吐
酔
の
履
歴

二
名
の
通
訳
掛
書
記
任
用
に
際
し
、
三
名
が
相
当
の
学
識
経
験
を
有
し
て
い
る

こ
と
に
鑑
み
、
一
般
初
任
者
と
区
別
す
る
規
定
外
月
俸
の
支
給
を
申
し
出
て
い

る
文
書
で
あ
る
。

　

（
Ｂ
）
は
、（
Ａ
）
に
添
付
さ
れ
た
今
立
吐
酔
の
履
歴
書
で
あ
る
。
こ
の
後
鈴

木
虎
之
助
と
赤
城
良
盛
な
る
人
物
の
履
歴
書
が
続
い
て
い
る
が
割
愛
し
た
。「
文

書
（
一
）
履
歴
書
」「
文
書
（
五
）
履
歴
書
」
と
重
複
し
な
い
事
項
で
、
特
に

気
づ
い
た
事
項
に
つ
い
て
拾
い
上
げ
て
み
る
。

① 

こ
の
履
歴
書
に
の
み
「
明
治
十
二
年
十
一
月
京
都
府
中
学
校
教
授
担
当
」
の

記
載
が
あ
る
。
こ
の
時
期
非
正
規
に
一
部
授
業
を
担
当
し
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

② 

履
歴
書
冒
頭
の
期
日
よ
り
大
正
八
年
十
二
月
に
お
け
る
吐
酔
の
住
所
が
、
東

京
市
日
本
橋
区
青
物
町
二
十
五
番
地
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
二
十
九

年
の
滋
賀
県
商
業
学
校
長
辞
職
願
に
添
付
さ
れ
た
診
断
書
の
作
成
元
が
「
日

本
橋
区
日
本
橋
病
院
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
最
寄
り
の
病
院
で
診
断
を
受

け
た
と
推
測
す
れ
ば
、
明
治
二
十
九
年
当
時
も
同
一
の
住
所
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

③ 

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
十
一
月
に
滋
賀
県
商
業
学
校
長
の
職
を
辞
し

た
吐
酔
は
、
十
三
年
間
、
公
職
か
ら
離
れ
て
い
た
が
、
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）

七
月
五
日
に
裁
判
所
通
訳
嘱
託
と
な
る
。
出
仕
先
は
横
浜
地
方
裁
判
所
な
ら

び
に
横
浜
検
事
局
で
あ
る
。
吐
酔
五
四
歳
。
以
来
、
こ
の
文
書
の
大
正
八
年

（
一
九
一
九
）
ま
で
継
続
し
て
、
同
裁
判
所
に
勤
務
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

④ 

大
正
四
年
十
一
月
十
日
、
大
正
天
皇
の
即
位
大
礼
に
際
し
、
大
礼
記
念
章
を

授
典
し
て
い
る
。　

　
　
　
　

三　

今
立
吐
酔
の
履
歴
に
つ
い
て
（
公
職
歴
を
中
心
に
）

　

前
掲
の
文
書
（
一
）
か
ら
（
七
）
の
記
載
事
項
の
み
に
基
づ
き
、
今
立
吐
酔

の
履
歴
に
つ
い
て
公
職
歴
を
中
心
に
整
理
し
た
（
年
齢
は
満
年
齢
）。

◎
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
生

　

安
永
二
年
一
月
二
十
六
日
、
越
前
国
今
立
郡
松
成
村
で
生
ま
れ
る
。
父
今
立

乗
永
、
母
リ
ウ
（
西
野
氏
）。

◎
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
二
四
歳

　

明
治
十
二
年
六
月
、
米
国
ペ
ン
シ
バ
ニ
ア
大
学
工
学
科
を
卒
業
し
、
バ
ッ
カ

ロ
ー
レ
ア
ム 

イ
ン 

シ
エ
ン
シ
ア
学
位
を
取
得
。
同
年
九
月
に
帰
国
す
る
。

①
京
都
府
雇

明
治
十
二
年
～
十
四
年
（
一
八
七
九
～
一
八
八
一
）
二
四
歳
～
二
六
歳

　

明
治
十
二
年
九
月
に
帰
国
し
た
吐
酔
は
、
十
月
十
四
日
に
京
都
府
に
雇
用
さ

れ
た
。
十
三
年
一
月
に
分
家
し
、
九
月
に
京
都
府
上
京
区
第
十
七
組
元
頂
妙
寺

町
に
転
籍
し
て
い
る
。十
四
年
に
通
常
府
会
議
案
取
調
委
員
に
着
任
し
て
い
る
。

②
京
都
府
立
中
学
校

明
治
十
四
年
～
二
十
年
（
一
八
八
一
～
一
八
八
七
）
二
六
歳
～
三
二
歳

　

明
治
十
四
年
七
月
十
六
日
、
府
立
中
学
校
に
出
仕
と
な
る
。
教
授
専
務
。

十
五
年
一
月
に
監
事
兼
務
と
な
り
、
同
年
五
月
二
十
六
日
に
二
七
歳
で
、
校
長

兼
一
等
教
諭
に
着
任
す
る
。
十
九
年
五
月
に
、
京
都
府
上
京
区
第
卅
一
組
下
丸

屋
町
廿
二
番
戸
ヘ
転
住
す
る
。（
十
二
年
十
一
月
か
ら
非
正
規
に
授
業
を
担
当
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し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。）

③
外
務
省
翻
訳
官

明
治
二
十
年
～
二
十
一
年
（
一
八
八
七
～
一
八
八
八
）
三
二
歳
～
三
三
歳

　

明
治
二
十
年
六
月
二
十
一
日
、外
務
省
翻
訳
官
奏
任
官
四
等
に
叙
任
さ
れ
る
。

外
務
省
へ
出
向
と
な
る
。

④
清
国
北
京
公
使
館
勤
務

明
治
二
十
一
年
～
二
十
五
年
（
一
八
八
八
～
一
八
九
二
）
三
三
歳
～
三
七
歳

　

明
治
二
十
一
年
七
月
二
十
五
日
、
公
使
館
書
記
官
に
着
任
。
奏
任
官
四
等
に

叙
せ
ら
れ
る
。
清
国
北
京
公
使
館
勤
務
と
な
る
。
そ
の
後
、
二
十
二
年
五
月
に

臨
時
代
理
公
使
に
着
任
す
る
（
三
四
歳
）。
二
十
三
年
一
月
、
在
北
京
公
使
館

出
納
官
吏
に
着
任
す
る
。
同
年
七
月
に
正
七
位
に
叙
せ
ら
れ
る
。
明
治
二
十
五

年
三
月
二
十
九
日
清
国
在
勤
お
よ
び
在
清
国
公
使
出
納
官
吏
を
免
ぜ
ら
れ
る
。

⑤
福
岡
県
立
尋
常
中
学
校
修
猷
館
教
諭
嘱
託
校
長
事
務
代
理

明
治
二
十
五
年
～
二
十
六
年
（
一
八
九
二
～
一
八
九
三
）
三
七
歳
～
三
八
歳

　

明
治
二
十
五
年
七
月
十
五
日
に
、
福
岡
県
立
尋
常
中
学
校
修
猷
館
教
諭
嘱
託

校
長
事
務
代
理
に
着
任
す
る
。
二
十
六
年
三
月
末
に
依
願
退
職
す
る
。

⑥
兵
庫
県
立
神
戸
商
業
学
校
長

明
治
二
十
七
年
～
二
十
八
年
（
一
八
九
四
～
一
八
九
五
）
三
九
歳
～
四
〇
歳

　

明
治
二
十
七
年
八
月
八
日
に
兵
庫
県
立
神
戸
商
業
校
長
に
着
任
す
る
。
十
二

月
奏
任
文
官
同
一
の
待
遇
に
進
む
。

（
明
治
二
十
七
年
七
月
日
清
戦
争
勃
発
。
明
治
二
八
年
四
月
日
清
講
和
条
約
）

⑦
占
領
地
総
督
部
民
政
部
事
務
官

明
治
二
十
八
年
～
二
十
九
年
（
一
八
九
五
～
一
八
九
六
）
四
〇
歳
～
四
一
歳

　

明
治
二
十
八
年
六
月
十
三
日
、
占
領
地
総
督
部
民
政
部
事
務
官
に
任
官
、
高

等
官
六
等
に
叙
せ
ら
れ
る
。
勤
務
地
は
遼
東
半
島
。（
金
州
と
考
え
ら
れ
る
。）

同
年
十
一
月
、
遼
東
半
島
還
付
条
約
調
印

）
（
（

。
十
二
月
、
占
領
地
還
附
に
つ
き
帰

国
す
る
。
二
十
九
年
二
月
、
日
清
戦
争
の
功
に
よ
り
勲
六
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ

れ
る
。
六
月
、
占
領
地
総
督
府
廃
庁
に
付
き
廃
官
と
な
る
。

⑧
滋
賀
県
商
業
学
校
長

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
四
一
歳

　

明
治
二
十
九
年
六
月
以
降
に
着
任
す
る
。
着
任
月
日
は
不
明
で
あ
る
。
同
年

十
一
月
、「
久
敷
病
気
ニ
相
悩
ミ
近
来
ニ
至
リ
脳
病
相
発
シ
迚
モ
劇
務
ニ
難
堪

候
」
と
病
気
を
理
由
に
依
願
退
職
す
る
。
病
名
は
脳
充
血
症
。

⑨
公
職
に
つ
い
て
い
な
い
時
期

明
治
二
十
九
年
～
四
十
二
年
（
一
八
九
六
～
一
九
〇
九
）
四
一
歳
～
五
四
歳

　

（
明
治
三
十
五
年
一
月
、
日
英
同
盟
成
立
。
明
治
三
十
七
年
二
月
、
日
露
戦

争
勃
発
。
明
治
三
十
八
年
九
月
、
日
露
講
和
条
約
）

⑩
横
浜
地
方
裁
判
所
並
同
検
事
局
裁
判
所
通
訳
お
よ
び
通
訳
掛
書
記

明
治
四
十
二
年
～
大
正
八
年
～
不
明

 

（
一
九
〇
九
～
一
九
一
九
～
不
明
）
五
四
歳
～
六
四
歳
～
不
明

　

明
治
四
十
二
年
七
月
五
日
、
裁
判
所
通
訳
嘱
託
と
な
る
。
横
浜
地
方
裁
判
所

お
よ
び
同
検
事
局
ヘ
出
仕
す
る
。
大
正
四
年
十
一
年
十
一
月
大
正
天
皇
即
位
に

際
し
、
大
礼
記
念
章
を
授
典
す
る
。
大
正
八
年
十
二
月
五
日
、
通
訳
掛
書
記
に

着
任
、制
限
外
月
俸
を
支
給
さ
れ
る
。
吐
酔
六
四
歳
。
こ
の
時
点
で
の
住
所
は
、

東
京
市
日
本
橋
区
青
物
町
二
十
五
番
地
で
あ
る
。
以
後
、
横
浜
裁
判
所
に
何
年

ま
で
勤
務
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。　
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以
上
の
よ
う
に
今
立
吐
酔
の
履
歴
を
整
理
し
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
次
の

三
点
の
疑
問
が
生
じ
た
。

　

一
点
目
は
、「
吐
酔
は
、
造
士
館
、
長
崎
商
業
学
校
に
勤
務
し
た
」）

（
（

と
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
の
公
文
書
添
付
の
三
通
の
履
歴
書
か
ら
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
両
校
に
勤
務
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
明

治
二
十
六
～
二
十
七
年
、
あ
る
い
は
明
治
二
十
九
～
四
十
二
年
の
い
ず
れ
か
の

時
期
で
あ
ろ
う
が
、
今
回
確
認
の
履
歴
書
に
は
記
載
が
な
く
、
不
明
で
あ
る
。

　

二
点
目
は
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
三
月
に
公
使
館
出
納
官
吏
を
免

ぜ
ら
れ
た
の
ち
、
な
ぜ
引
き
続
き
外
務
省
に
勤
務
し
な
か
っ
た
か
と
い
う
点
で

あ
る
。
日
清
戦
争
開
戦
二
年
前
、
日
本
を
取
り
巻
く
海
外
情
勢
が
重
大
な
局
面

を
迎
え
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
る
。
北
京
公
使
館
に
四
年
間
も
勤
務
し
、
当
時
最

重
要
国
で
あ
っ
た
清
国
の
事
情
に
精
通
し
、
臨
時
代
理
公
使
ま
で
務
め
た
吐
酔

の
よ
う
な
人
材
を
外
務
省
と
し
て
も
必
要
と
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

籍
を
文
部
省
か
ら
外
務
省
に
移
し
、
外
交
官
と
し
て
務
め
て
も
よ
さ
そ
う
な
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
年
七
月
、
吐
酔
は
、
福
岡
県
立
中
学
校
修
猷
館
に
赴

任
す
る
。
教
育
現
場
へ
の
復
帰
で
あ
る
。
外
交
よ
り
も
教
育
に
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
文
部
省
か
ら
の
強
い
要
請
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
不
明
で
あ
る
。
修
猷
館
で
の
勤
務
は
九
ヶ
月
と
短
く
、
二
十
六
年
三

月
に
依
願
退
職
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
八
月
に

神
戸
商
業
学
校
長
に
着
任
す
る
ま
で
の
約
一
年
四
ヶ
月
も
の
間
、
吐
酔
は
公
職

に
つ
い
て
い
な
い
。
明
治
二
十
七
年
七
月
二
十
五
日
に
勃
発
す
る
日
清
戦
争
を

見
越
し
て
、
外
務
省
勤
務
を
避
け
て
い
た
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
る
。

　

三
点
目
の
疑
問
は
、
明
治
二
十
九
年
か
ら
四
十
二
年
ま
で
の
十
三
年
間
、
公

職
に
就
い
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。（「
明
治
三
十
一
年
当
時
彼
は
裁
判
関

係
の
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。」）

（
（

と
す
る
文
献
も
あ
る
が
、
今
回
調
査

し
た
公
文
書
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。）

　

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
十
一
月
、
吐
酔
は
病
気
を
理
由
に
滋
賀
県
商

業
学
校
長
を
依
願
退
職
す
る
。
病
名
は
脳
充
血
症
。
十
三
年
後
に
、
裁
判
所
に

勤
め
る
が
、
実
質
的
に
は
、
こ
の
時
を
も
っ
て
公
職
を
退
い
た
と
い
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。
体
調
を
崩
し
て
、
四
一
歳
の
働
き
盛
り
で
公
職
を
辞
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
吐
酔
は
、
さ
ぞ
か
し
無
念
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ち
な
み
に
吐
酔
が
正

七
位
に
叙
せ
ら
れ
た
際
、
正
八
位
に
叙
せ
ら
れ
た
橋
口
直
右
衛
門
は
、
二
十
八

年
九
月
に
朝
鮮
国
仁
川
港
駐
在
一
等
領
事
に
着
任
し
て
い
る

）
（
（

。
ま
た
、
二
十
七

年
に
共
に
奏
任
官
待
遇
に
叙
せ
ら
れ
た
他
の
二
人
の
校
長
の
う
ち
、
小
森
慶
助

は
、
後
年
、
大
正
五
年
に
静
岡
市
長
に

）
（（
（

、
正
木
直
彦
は
明
治
三
十
年
に
文
部
大

臣
秘
書
官
と
な
っ
て
い
る

）
（（
（

。

　

し
か
し
、
こ
の
と
き
（
明
治
二
十
九
年
十
一
月
）
の
吐
酔
の
病
状
は
、
そ
れ

ほ
ど
ま
で
に
重
篤
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
や
や
疑
問
が
残
る
。「
脳
充
血
症
」

と
は
、
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
検
査
機
器
が
な
か
っ
た
時
代
の
病
名
で
あ
る
。
脳
梗
塞
の

前
兆
や
軽
度
の
脳
出
血
を
含
む
病
の
よ
う
で
あ
る
が
、
現
代
医
学
に
照
ら
し
合

わ
し
て
の
症
状
は
不
明
確
で
あ
る
。
後
年
、
六
四
歳
の
高
齢
に
お
い
て
も
通
訳

掛
書
記
の
職
務
を
成
し
得
た
と
い
う
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
時
点
で
の
脳
内

出
血
等
に
よ
る
言
語
や
身
体
的
な
麻
痺
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に

文
書
（
六
）（
Ｂ
）
の
診
断
書
に
は
、「
向
フ
二
ヶ
月
間
安
静
養
療
可
然
及
診
断

候
」
と
あ
る
。
全
治
二
ヶ
月
と
い
う
診
断
な
の
だ
。
吐
酔
の
病
状
は
、
さ
ほ
ど

重
く
は
な
か
っ
た
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、激
務
に
よ
る
鬱
病
等
、
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心
的
な
病
を
煩
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
診
断
書
に
「
神
経
衰
弱
」
等
の
文
字

も
な
い
。
吐
酔
の
享
年
は
七
六
歳
、
滋
賀
県
商
業
学
校
長
を
辞
職
し
た
際
の
病

気
が
大
病
で
あ
っ
た
可
能
性
は
低
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
仮
に
、
病
気
療

養
に
二
年
程
度
必
要
だ
っ
た
と
し
て
も
、
吐
酔
の
能
力
、
公
職
実
績
、
正
七
位

勲
六
等
と
い
う
位
階
勲
等
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
程
度
の
ブ
ラ
ン
ク
な
ら
ば
、
そ

の
後
も
学
校
長
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
外
務
省
関
係
の
任
官
の
話
も
た

く
さ
ん
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
吐
酔
は
、
こ
の
と
き
職
を
辞
し
て
の

ち
十
三
年
間
、
全
く
公
職
に
つ
い
て
い
な
い
。
四
一
歳
か
ら
五
四
歳
ま
で
の
ま

さ
に
働
き
盛
り
の
時
期
で
あ
る
。
滋
賀
県
商
業
学
校
長
の
辞
職
、
後
の
公
職
空

白
期
に
は
、
病
気
以
外
の
理
由
に
よ
る
吐
酔
の
意
志
が
働
い
て
い
た
と
す
る
の

は
穿
っ
た
見
方
に
過
ぎ
る
だ
ろ
う
か
。

　

近
年
、「
日
本
中
央
運
河
計
画
」
に
関
す
る
今
立
吐
酔
の
手
紙
が
発
見
さ
れ

た
と
の
報
が
あ
っ
た

）
（（
（

。
日
本
中
央
運
河
計
画
と
は
、
敦
賀
―
琵
琶
湖
―
伏
見
に

至
る
運
河
を
開
鑿
し
よ
う
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
長
浜
市
（
旧
西
浅
井
町
）
の

沢
田
恒
太
郎
宛
、
運
河
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
再
三
に
わ
た
っ
て
強
調
し
て
い

る
三
通
の
手
紙
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
（
筆
者
未
確
認
）。
注
目
す
べ
き
は
手
紙

の
日
付
で
あ
る
。
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
六
月
二
十
一
日
、
二
十
五
日
、

七
月
十
三
日
と
な
っ
て
い
る
。
二
十
九
年
六
月
～
七
月
は
、
ま
さ
に
吐
酔
が
占

領
地
総
督
府
民
政
部
事
務
官
を
廃
官
に
な
っ
た
時
期
と
重
な
る
。
滋
賀
県
商
業

学
校
長
を
辞
す
る
四
～
五
ヶ
月
前
の
も
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
吐
酔
は
公
職

を
離
れ
て
日
本
中
央
運
河
建
設
の
仕
事
に
専
念
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
歴
史
的
巨
大
運
河
の
建
設
は
工
科
出
身
の
吐
酔
に
は
、
た
い
へ
ん

興
味
深
い
仕
事
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
時
期
の
勤
務
地
が
、
中
央
運

河
計
画
の
中
心
、
琵
琶
湖
の
あ
る
滋
賀
県
だ
っ
た
点
も
関
連
性
が
あ
る
よ
う
に

思
え
て
く
る
。
調
査
の
余
地
が
あ
る
が
、
そ
の
真
偽
の
ほ
ど
は
現
在
の
と
こ
ろ

不
明
で
あ
る
。

　

吐
酔
が
公
職
を
去
っ
て
か
ら
の
十
三
年
間
、明
治
三
十
五
年
日
英
同
盟
成
立
。

三
十
七
年
日
露
戦
争
勃
発
。
三
十
八
年
日
露
講
和
条
約
調
印
と
い
う
よ
う
に
世

界
の
中
で
の
日
本
の
立
ち
位
置
が
大
き
く
揺
れ
た
時
代
で
あ
る
。

　

日
露
講
和
条
約
時
の
外
務
大
臣
、
関
税
自
主
権
の
回
復
で
有
名
な
小
村
寿
太

郎
は
、
吐
酔
と
同
じ
安
政
五
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
同
年
生
ま
れ
の
吐
酔
と
小

村
の
履
歴
を
比
較
す
る
と
、
若
き
日
の
二
人
の
経
歴
が
不
思
議
に
似
通
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
小
村
は
、吐
酔
に
遅
れ
る
こ
と
一
年
に
し
て
渡
米
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
卒
業
、
現
地
の
法
律
事
務
所
で
の
勤
務
を
経
て
、
や
は
り

吐
酔
に
一
年
遅
れ
て
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
十
一
月
に
帰
国
、
十
二
月
に

司
法
省
に
入
省
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
小
村
は
、
明
治
十
七
年
に
外
務
省
入

省
。
十
八
年
か
ら
翻
訳
局
勤
務
、
翻
訳
局
次
長
、
翻
訳
局
長
を
経
て
、
二
十
六

年
十
一
月
に
駐
清
臨
時
代
理
公
使
と
し
て
北
京
に
赴
任
し
た

）
（（
（

。
一
方
、吐
酔
は
、

前
掲
の
通
り
、
明
治
二
十
年
か
ら
二
十
一
年
に
外
務
省
で
翻
訳
官
と
し
て
勤
務

し
て
い
る
か
ら
、
小
村
と
面
識
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
、
吐
酔
は
、

明
治
二
十
一
年
七
月
か
ら
北
京
公
使
館
に
勤
務
し
、
二
十
二
年
に
は
臨
時
代
理

公
使
も
務
め
二
十
五
年
三
月
ま
で
勤
務
し
て
い
る
の
で
、
小
村
の
前
任
者
と
も

い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
職
歴
の
吐
酔
が
、
公
使
官
勤
務
後
も
外
務
省
に
残
っ
て

い
れ
ば
、
後
の
外
務
大
臣
小
村
寿
太
郎
な
み
の
活
躍
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と

も
思
わ
れ
る
が
、
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
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お 

わ 

り 

に

　

今
回
、
今
立
吐
酔
の
履
歴
に
つ
い
て
公
職
歴
を
中
心
に
か
な
り
詳
細
に
明
ら

か
に
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　

当
時
の
文
書
を
見
る
ほ
ど
に
、
吐
酔
が
い
か
に
す
ぐ
れ
た
才
能
を
持
っ
た
人

物
で
あ
っ
た
か
が
伺
え
る
。
ま
た
、
履
歴
書
の
無
機
的
な
記
述
の
行
間
か
ら
さ

え
も
篤
実
で
慈
愛
深
い
人
柄
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
吐
酔
は
、
四
一
歳
と
い

う
働
き
盛
り
で
公
職
を
辞
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
病
気
以
外
に
も
何
か
理
由
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
十
二
月
、
遼
東
半
島
還
付
を
機
に
清
国
か
ら

帰
国
し
た
吐
酔
は
、
何
を
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
自
分
が
勤
務
し

た
北
京
公
使
館
を
拠
点
に
日
清
開
戦
工
作
を
推
し
進
め
た
日
本
政
府
と
外
務

省
、
東
ア
ジ
ア
の
覇
者
た
ら
ん
と
す
る
日
本
の
姿
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
公
使
館
時
代
に
外
交
官
と
し
て
吐
酔
が
描
い
て
い
た
世
界
の
中

の
日
本
の
姿
、
外
交
は
、
日
清
戦
争
を
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
そ
の
後
日
本

が
突
き
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
帝
国
主
義
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

真
宗
の
寺
に
生
ま
れ
た
生
い
立
ち
、
仏
教
に
関
す
る
深
い
知
識
と
信
仰
心
、

身
を
持
っ
て
体
験
し
た
ア
メ
リ
カ
社
会
、
拒
絶
し
な
が
ら
も
肌
で
受
け
止
め
て

い
た
で
あ
ろ
う
キ
リ
ス
ト
教
、
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
に
比
較
宗
教
学
を
学

ぶ
こ
と
を
熱
望
し
た
若
き
日
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
過
ご
し
た
少
年
の
日
々･･･

吐

酔
は
、
日
清
戦
争
勝
利
に
浮
か
れ
て
い
る
日
本
の
姿
、
外
交
・
政
治
に
違
和
感

と
疑
問
と
を
感
じ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

吐
酔
は
、
す
ぐ
れ
た
資
質
に
も
か
か
わ
ら
ず
栄
達
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

聡
明
、
温
厚
、
富
貴
な
る
君
子
で
、
平
和
な
う
る
わ
し
い
心
境
で
一
生
を
終
え

た
と
伝
え
ら
れ
る

）
（
（

。
享
年
七
六
歳
。
思
う
に
、
今
立
吐
酔
は
、
駆
け
引
き
の
徒

で
は
な
く
、
良
心
の
大ひ

と人
で
あ
っ
た
。
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